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平成 19年 3月期 第 1四半期財務・業績の概況（連結） 平成 18 年 7 月 28 日

上場会社名 株式会社 十 六 銀 行 （コード番号：8 3 5 6　東証・名証 第一部）
（URL h t t p : / / w w w . j u r o k u . c o . j p /）
代 表 者 取締役頭取 小 島 伸 夫 ＴＥＬ（058）265－ 2111
問合せ先責任者 取締役経営企画部長 村 松 　 肇

１．四半期財務情報の作成等に係る事項
①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　：　有
内容は、4頁の「四半期財務情報作成のための基本となる事項」に記載しております。

②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　：　無
③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　　　　：　無

２．平成 19年 3月期第 1四半期財務・業績の概況（平成 18年 4月 1日～平成 18年 6月 30日）

(1) 経営成績（連結）の進捗状況　　　　　（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
経 常 収 益 経 常 利 益 四半期（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
平成 19年 3月期第 1四半期 2 8 , 2 5 8 0.1 8 , 5 5 5 43.5 6 , 9 4 1 140.8
平成 18年 3月期第 1四半期 2 8 , 2 3 8 6.3 5 , 9 6 3 9.5 2 , 8 8 2 △1.5
（参考）平成 18 年 3 月期 1 1 0 , 1 4 2 2 8 , 2 7 5 1 5 , 6 4 8

１株当たり四半期
（ 当 期 ） 純 利 益

潜 在 株 式 調 整 後
１ 株 当 た り 四 半 期
（ 当 期 ） 純 利 益

円 銭 円 銭
平成 19年 3月期第 1四半期 1 8 9 8 －
平成 18年 3月期第 1四半期 7 8 8 －
（参考）平成 18 年 3 月期 4 2 6 5 －
（注）経常収益、経常利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率

(2) 財政状態（連結）の変動状況
総 資 産 純 資 産 自 己 資 本 比 率 1 株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
平成 19年 3月期第 1四半期 4 , 0 9 2 , 0 6 3 2 6 0 , 2 0 7 6 . 0 6 6 7 9 3
平成 18年 3月期第 1四半期 4 , 0 3 4 , 7 4 1 2 0 5 , 7 3 4 5 . 1 5 6 2 2 4
（参考）平成 18 年 3 月期 4 , 1 1 3 , 7 1 9 2 5 2 , 9 5 6 6 . 1 6 9 1 5 7
（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除した比率
であり、「銀行法第 14条の 2の規定に基づき自己資本比率の基準を定める件」（平成 5年 3月 31日付
大蔵省告示第 55号）に基づいて算出する連結自己資本比率ではありません。

３．平成 19年 3月期の連結業績予想

平成 19年 3月期の中間期及び通期の業績予想につきましては、平成 18年 5月 24日公表値から変更はあ
りません。

〔参考〕平成 19年 3月期の連結業績予想（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日）
経 常 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円
中 間 期 5 5 , 0 0 0 1 3 , 5 0 0 7 , 6 0 0
通 期 1 0 9 , 5 0 0 2 6 , 5 0 0 1 5 , 2 0 0
（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 4 1 円 5 6 銭

※上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績は、今後様々な
要因によって予想値と異なる結果となる可能性があります。
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〔添付資料〕
１．四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）
当 四 半 期 前年同四半期 （参考）
(平成19年3月期
第 1四半期末 )

(平成18年3月期
第 1四半期末 )

増 減 平成18年3月期末 増 減期　別
科　目

(A) (B) (A－B) (C) (A－C)
（資産の部）

現 金 預 け 金 92,818 262,339 △169,521 119,645 △26,827
コ ー ル ロ ー ン 及 び 買 入 手 形 50,000 － 50,000 － 50,000
買 入 金 銭 債 権 1 2 △1 0 1
商 品 有 価 証 券 2,882 2,189 693 2,898 △16
金 銭 の 信 託 12,935 10,923 2,012 11,297 1,638
有 価 証 券 1,014,720 1,002,786 11,934 1,075,769 △61,049
貸 出 金 2,719,034 2,591,651 127,383 2,706,762 12,272
外 国 為 替 4,252 3,959 293 11,305 △7,053
そ の 他 資 産 41,750 75,604 △33,854 84,216 △42,466
動 産 不 動 産 ― 76,889 ― 75,380 ―
有 形 固 定 資 産 108,538 ― ― ― ―
無 形 固 定 資 産 12,871 ― ― ― ―
繰 延 税 金 資 産 1,912 6,068 △4,156 1,875 37
支 払 承 諾 見 返 74,835 64,503 10,332 73,992 843
貸 倒 引 当 金 △44,491 △62,176 17,685 △49,424 4,933

資産の部合計 4,092,063 4,034,741 57,322 4,113,719 △21,656
（負債の部）

預 金 3,548,549 3,579,327 △30,778 3,487,998 60,551
譲 渡 性 預 金 36,126 25,587 10,539 43,841 △7,715
コ ー ル マ ネ ー 及 び 売 渡 手 形 21,364 28,895 △7,531 51,253 △29,889
債 券 貸 借 取 引 受 入 担 保 金 24,193 12,386 11,807 53,866 △29,673
借 用 金 45,450 42,128 3,322 45,470 △20
外 国 為 替 499 538 △39 560 △61
そ の 他 負 債 41,318 38,683 2,635 36,912 4,406
賞 与 引 当 金 － － － 1,373 △1,373
退 職 給 付 引 当 金 9,674 12,008 △2,334 10,506 △832
繰 延 税 金 負 債 19,216 － 19,216 28,660 △9,444
再 評 価 に 係 る 繰 延 税 金 負 債 10,610 10,768 △158 10,610 －
連 結 調 整 勘 定 ― 39 ― 22 ―
負 の の れ ん 16 ― ― ― ―
支 払 承 諾 74,835 64,503 10,332 73,992 843

負債の部合計 3,831,856 3,814,868 16,988 3,845,068 △13,212
（少数株主持分）

少 数 株 主 持 分 ― 14,139 ― 15,694 ―
（資本の部）

資 本 金 ― 36,839 ― 36,839 ―
資 本 剰 余 金 ― 25,367 ― 25,368 ―
利 益 剰 余 金 ― 86,549 ― 98,461 ―
土 地 再 評 価 差 額 金 ― 13,250 ― 13,010 ―
その他有 価 証 券 評 価 差 額 金 ― 44,157 ― 79,871 ―
自 己 株 式 ― △429 ― △593 ―

資本の部合計 ― 205,734 ― 252,956 ―
負債、少数株主持分及び資本の部合計 ― 4,034,741 ― 4,113,719 ―

（純資産の部）
資 本 金 36,839 ― ― ― ―
資 本 剰 余 金 25,369 ― ― ― ―
利 益 剰 余 金 104,081 ― ― ― ―
自 己 株 式 △616 ― ― ― ―

株主資本合計 165,673 ― ― ― ―
その他有 価 証 券 評 価 差 額 金 65,662 ― ― ― ―
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △99 ― ― ― ―
土 地 再 評 価 差 額 金 13,010 ― ― ― ―

評価・換算差額等合計 78,574 ― ― ― ―
少 数 株 主 持 分 15,959 ― ― ― ―

純資産の部合計 260,207 ― ― ― ―
負債及び純資産の部合計 4,092,063 ― ― ― ―
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２．四半期連結損益計算書
（単位：百万円）

当 四 半 期 前 年 同 四 半 期 （参考）
(平成 1 9年 3月期
第 1 四 半 期 )

(平成 1 8年 3月期
第 1 四 半 期 )

増 減 平成 1 8年 3月期
（要約）

期　別
科　目

(A) (B) (A－B) (C)
経 常 収 益 28,258 28,238 20 110,142
資 金 運 用 収 益 17,521 17,398 123 67,872
( う ち 貸 出 金 利 息 ) ( 13,007 ) ( 12,837 ) ( 170 ) ( 51,762 )
(うち有価証券利息配当金) ( 4,418 ) ( 4,521 ) ( △103 ) ( 15,791 )

役 務 取 引 等 収 益 4,424 4,162 262 17,296
そ の 他 業 務 収 益 5,117 4,239 878 18,744
そ の 他 経 常 収 益 1,195 2,437 △1,242 6,228

経 常 費 用 19,703 22,274 △2,571 81,866
資 金 調 達 費 用 895 807 88 3,394
( う ち 預 金 利 息 ) ( 449 ) ( 384 ) ( 65 ) ( 1,567 )

役 務 取 引 等 費 用 1,063 1,015 48 4,338
そ の 他 業 務 費 用 4,591 4,870 △279 20,673
営 業 経 費 12,722 13,164 △442 49,223
そ の 他 経 常 費 用 429 2,416 △1,987 4,236

経 常 利 益 8,555 5,963 2,592 28,275
特 別 利 益 3,256 2,107 1,149 994
特 別 損 失 77 1,317 △1,240 2,136
税金等調整前四半期(当期)純利益 11,734 6,753 4,981 27,133
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 4,456 3,479 977 1,167
法 人 税 等 調 整 額 － － － 8,574
少 数 株 主 利 益 336 391 △55 1,743
四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益 6,941 2,882 4,059 15,648
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３．四半期連結株主資本等変動計算書
当四半期（平成 19年 3月期第 1四半期）

（単位：百万円）
株 主 資 本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本
合計

平成 18年 3月 31日残高 36,839 25,368 98,461 △593 160,075
当四半期中の変動額
剰余金の配当 △1,276 △1,276
役員賞与 △44 △44
四半期純利益 6,941 6,941
自己株式の取得 △23 △23
自己株式の処分 0 0 0
株主資本以外の項目の
当四半期中の変動額（純額）
当四半期中の変動額合計 0 5,620 △22 5,598
平成 18年 6月 30日残高 36,839 25,369 104,081 △616 165,673

（単位：百万円）
評 価 ・ 換 算 差 額 等

その他
有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

少数株主
持分 純資産合計

平成 18年 3月 31日残高 79,871 － 13,010 92,881 15,694 268,651
当四半期中の変動額
剰余金の配当 △1,276
役員賞与 △44
四半期純利益 6,941
自己株式の取得 △23
自己株式の処分 0
株主資本以外の項目の
当四半期中の変動額（純額） △14,208 △99 △14,307 265 △14,042

当四半期中の変動額合計 △14,208 △99 △14,307 265 △8,444
平成 18年 6月 30日残高 65,662 △99 13,010 78,574 15,959 260,207

４．四半期財務情報作成のための基本となる事項
　当行は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり投資家等の利害関係者の判断を大きく誤
らせない範囲で一定の簡便な手続きを採用しております。
　なお、四半期財務情報に関する計数は、監査法人による監査を受けておりません。
〔簡便な手続きの内容〕
(1) 貸倒引当金の計上基準
　平成 18年 6月末の債務者格付けに基づく対象債権残高に対し、平成 18年 9月期において適用すると見込まれる
予想損失率に基づき計上しております。

(2) 法人税等の計上基準
　税金費用については、簡便的に法定実効税率をベースとした年間予測税率により算定しており、法人税等調整額は
「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。
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５．事業の種類別セグメント情報
平成 19年 3月期第 1四半期（平成 18年 4月 1日から　平成 18年 6月 30日まで）

（単位：百万円）

銀 行 業 リ ー ス 業 そ の 他 計 消去又は
全 社 連 結

経 常 収 益
(1) 外部顧客に対する経常収益 22,483 4,509 1,265 28,258 － 28,258
(2) セグメント間の内部経常収益 107 106 365 579 ( 579 ) －

計 22,591 4,615 1,631 28,838 ( 579 ) 28,258
経 常 費 用 14,911 4,266 1,075 20,253 ( 550 ) 19,703
経 常 利 益 7,680 348 555 8,584 ( 29 ) 8,555

平成 18年 3月期第 1四半期（平成 17年 4月 1日から　平成 17年 6月 30日まで）
（単位：百万円）

銀 行 業 リ ー ス 業 そ の 他 計 消去又は
全 社 連 結

経 常 収 益
(1) 外部顧客に対する経常収益 22,488 4,304 1,445 28,238 － 28,238
(2) セグメント間の内部経常収益 113 110 275 499 ( 499 ) －

計 22,601 4,414 1,721 28,737 ( 499 ) 28,238
経 常 費 用 17,595 4,213 948 22,757 ( 482 ) 22,274
経 常 利 益 5,006 200 773 5,980 ( 16 ) 5,963

(参考)
平成 18年 3月期（平成 17年 4月 1日から　平成 18年 3月 31日まで）

（単位：百万円）

銀 行 業 リ ー ス 業 そ の 他 計 消去又は
全 社 連 結

経 常 収 益
(1) 外部顧客に対する経常収益 87,466 17,411 5,264 110,142 － 110,142
(2) セグメント間の内部経常収益 432 429 1,158 2,019 ( 2,019 ) －

計 87,898 17,840 6,423 112,162 ( 2,019 ) 110,142
経 常 費 用 63,469 16,054 4,350 83,874 ( 2,007 ) 81,866
経 常 利 益 24,429 1,785 2,072 28,287 ( 12 ) 28,275

（注）１．業務区分は、連結会社の事業内容により区分しております。なお、その他は、クレジットカード業務、コンピ
ュータ関連業務、信用保証業務等であります。

２．一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。
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平成19年3月期　第1四半期決算説明資料

１．損益状況【単体】

平成 19年 3月期第 1四半期のコア業務純益は 71億円（中間期予想値 127億円の 56％）、経常利益は 76億円（中間
期予想値 125億円の 61％）、四半期純利益は 69億円（中間期予想値 75億円の 92％）となり、概ね業績予想のとお
り順調に推移しております。

（単位：億円）

[　]内は中間期の業績予想値

平成 19年 3月期
第 1 四 半 期

（A）

平成 18年 3月期
第 1 四 半 期

（B）

増　減
(A－B)

(参考)
平成 18年 3月期

実績
経常収益 [ 435 億円] 2 2 5 2 2 6 △ 1 8 7 8
業務粗利益 1 8 9 1 7 8 1 1 6 9 0
資金利益 1 6 4 1 6 4 0 6 3 8
役務取引等利益 2 5 2 3 2 9 6
その他業務利益 △ 0 △ 9 9 △ 4 4
（うち国債等債券損益(5勘定尻)） ( △ 1 ) ( △ 0 ) ( △ 1 ) ( △ 2 5 )
経費 1 1 9 1 1 6 3 4 5 7
一般貸倒引当金繰入額 － － － －
業務純益 [ 126 億円] 7 0 6 1 9 2 3 3
コア業務純益　（注１） [ 127 億円] 7 1 6 2 9 2 5 8
臨時損益 6 △ 1 1 1 7 1 0
不良債権処理額 0 0 △ 0 3 0
株式等関係損益 1 △ 1 2 1 3 1 1
その他臨時損益 5 2 3 2 9
経常利益 [ 125 億円] 7 6 5 0 2 6 2 4 4
特別損益 3 4 1 0 2 4 △ 5
うち貸倒引当金取崩額　（注２） 3 5 2 2 1 3 1 4
うち減損損失 － 1 2 △ 1 2 1 9
税引前四半期(当期)純利益 1 1 1 6 0 5 1 2 3 8
四半期(当期)純利益 [ 75 億円] 6 9 2 8 4 1 1 5 4
（注）１．コア業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券損益（5勘定尻）

２．貸倒引当金繰入額の合計額が取崩超過となったため、特別利益に「貸倒引当金取崩額」を計上しております。

２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」【単体】

金融再生法ベースの開示債権は、平成 17年 6月末比 276億円減少し 1,122億円となりました。
また、総与信に占める割合は、3.98％となりました。

(単位：億円) (参考) (単位：億円)
平成 1 8 年 6 月末 平成 1 7 年 6 月末 平成 1 8 年 3 月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 1 7 0 2 7 1 1 8 5
危険債権 7 5 3 8 9 5 7 7 2
要管理債権 2 0 0 2 3 2 2 1 8
合計 1 , 1 2 2 1 , 3 9 8 1 , 1 7 5
総与信に占める割合（％） 3 . 9 8 % 5 . 2 2 % 4 . 1 9 %
（注）１．平成 18年 6月末の計数は、6月末基準の自己査定結果に基づき、「金融機能の再生のための緊急措置に関す

る法律施行規則」第 4条に規定する各債権のカテゴリーにより分類しております。
２．当行は、部分直接償却を実施しておりません。
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３．自己資本比率（国内基準）【連結】

平成 18年 9月末の連結自己資本比率は、10.0％程度を予想しております。
また、連結 TierⅠ比率は、7.9％程度を予想しております。

(参考)
平成18年9月末（予想値） 平成18年3月末（実績）

連結自己資本比率 1 0 . 0 ％程度 9 . 9 7 ％
連結Tier 比率 7 . 9 ％程度 7 . 7 6 ％

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

４．時価のある有価証券の評価差額【単体】

その他有価証券の評価差額は、平成 17年 6月末比 357億円増加し 1,089億円の評価益となりました。

(単位：億円) (参考) (単位：億円)
平 成 1 8 年 6 月 末 平 成 1 7 年 6 月 末 平 成 1 8 年 3 月 末
時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損
その他有価証券 9,587 1,089 1,208 118 9,593 732 755 22 10,206 1,325 1,419 94

株式 2,096 1,165 1,173 7 1,429 591 599 8 2,280 1,370 1,371 1
債券 6,236 △75 20 95 6,096 135 136 0 6,600 △53 26 80
その他 1,255 △1 14 15 2,067 6 19 13 1,325 8 21 12

（注）１．「評価差額」および「含み損益」は、期末時点の取得原価（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額
を計上しております。

２．満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式に係る含み損益は下記のとおりであります。
(単位：億円) (参考) (単位：億円)

平 成 1 8 年 6 月 末 平 成 1 7 年 6 月 末 平 成 1 8 年 3 月 末
帳簿 含み損益 帳簿 含み損益 帳簿 含み損益
価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損

満期保有目的の
債券 26 0 0 0 30 1 1 － 26 0 0 0

子会社・
関連会社株式 － － － － － － － － － － － －
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５．デリバティブ取引【単体】

当行は、お取引先のニーズにお応えするほか、当行の資産・負債の金利リスク、価格変動リスク及び為替リスクが過
大とならないようリスク量をコントロールするためデリバティブ取引を行っております。

(1) 金利関連取引
(単位：億円) (参考) (単位：億円)

平 成 1 8 年 6 月 末 平 成 1 7 年 6 月 末 平 成 1 8 年 3 月 末区
分 種類

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益
取
引
所

― － － － － － － － － －

金利スワップ 232 △1 △1 359 △7 △7 368 △3 △3店
頭金利オプション － － － 5 0 0 － － －

合 計 △1 △7 △3
（注）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

(2) 通貨関連取引
(単位：億円) (参考) (単位：億円)

平 成 1 8 年 6 月 末 平 成 1 7 年 6 月 末 平 成 1 8 年 3 月 末区
分 種類

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益
取
引
所

― － － － － － － － － －

通貨スワップ 5,226 5 5 5,591 5 5 5,445 1 1
為替予約 242 0 0 572 △14 △14 402 1 1店

頭
通貨オプション 3,186 14 14 1,622 8 8 2,615 12 12

合 計 20 △0 15

(3) 株式関連取引
該当ありません。

(4) 債券関連取引
該当ありません。

(5) 商品関連取引
該当ありません。

(6) クレジットデリバティブ取引
(単位：億円) (参考) (単位：億円)

平 成 1 8 年 6 月 末 平 成 1 7 年 6 月 末 平 成 1 8 年 3 月 末
区分

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益
店頭 183 △0 △0 131 △0 △0 203 △1 △1

合 計 △0 △0 △1
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６．預金、貸出金の残高【単体】

・預金につきましては、地域に密着した取引基盤の拡充を図るなか、お客様の資産運用ニーズに積極的にお応えする
ため、個人を中心に、預り資産の増強に努めました。この結果、預金残高は、平成 18年 3月末比 586億円増加し、
3兆 5,561億円となりました。また、個人預り資産残高は、平成 18年 3月末比 523億円増加し、2兆 8,238億円と
なりました。

・貸出金につきましては、地元企業の資金需要や住宅ローンを中心とする個人向け融資に積極的にお応えするととも
に、地方公共団体向けの融資に努めました結果、平成 18年 3月末比 126億円増加の 2兆 7,371億円となりました。

(単位：億円) (参考) (単位：億円)
平成 1 8年 6月末 平成 1 7年 6月末 平成 1 8年 3月末

預金（末残） 3 5 , 5 6 1 3 5 , 8 9 7 3 4 , 9 7 5
うち個人預金 2 4 , 0 3 8 2 4 , 0 8 9 2 3 , 7 3 8

貸出金（末残） 2 7 , 3 7 1 2 6 , 1 1 7 2 7 , 2 4 5
うち消費者ローン 6 , 1 5 0 5 , 8 6 0 6 , 1 4 9

（ご参考）個人預り資産残高（単体）
(単位：億円) (参考) (単位：億円)

平成 1 8年 6月末 平成 1 7年 6月末 平成 1 8年 3月末
預金 2 4 , 0 3 8 2 4 , 0 8 9 2 3 , 7 3 8
投資信託 8 9 3 5 4 0 8 3 8
公共債 2 , 2 6 5 1 , 8 1 1 2 , 1 8 8
年金保険 1 , 0 4 1 6 0 4 9 4 9
合計 2 8 , 2 3 8 2 7 , 0 4 6 2 7 , 7 1 5

以上


